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『
六
要
鈔
』『
正
信
偈
大
意
』
の
聖
教
を
は
じ
め

と
し
て
、
江
戸
期
の
重
要
な
解
釈
、
近
・
現
代

の
理
解
を
東
西
に
わ
た
っ
て
注
意
深
く
収
集
。

従
来
の
解
釈
を
網
羅
し
、
諸
師
の
理
解
を
素
早

く
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
、『
正
信
偈
』を
正

し
く
理
解
す
る
た
め
の
資
料
集
成
。
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書
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『
現
代
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宗
教
団
論
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す
べ
て
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ど
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